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Reuptake Inhibitors: SSRI）を選択した。 
【方法】被験群マウスとして雄性 C57BL/6 マウスを用いた。これらを、炭酸リチウム、三環系抗うつ薬
（イミプラミン）、SSRI（セルトラリン）投与群および投与なしの４群 (各 n=10)に分け、さらにそれぞれ
の群をＳＤＳ負荷群（n=5）、コントロール群 (n=5)に二分した。SDSは、被験群マウスと雄性 Retire ICR
マウスとを 1日 1回、9日間、同じケージに各 1匹ずつ同居させることで負荷した。同居時間は、1日目を
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スを一匹飼育し、片側に被験群マウスを一匹入れ、SDS 時間以外は両者を隣接する区画で飼育した。薬剤
はＳＤＳ開始日より連日経口にて、以下の投与量を投与した（炭酸リチウム 0.25mg/匹/日、イミプラミン
0.6mg/匹/日、セルトラリン 0.1mg/匹/日、被験群マウスの平均体重 22.7 g）。 
ＳＤＳ終了（実験開始 9日目）の翌日（同 10日目、図中 Day 9）に１０分間の尾懸垂試験を施行、尾懸
垂試験後は 24 時間のショ糖飲水試験を行い、ショ糖飲水試験後にマウスを屠殺、腹部大静脈より採血し、









後 4分までの無動時間が増加（図２Ａ、＊；p < 0.01）、ショ糖飲水試験では差を認めず（図 2B）、血中イ
ンターロイキン６（interleukin: IL-6）濃度が上昇していた（図２Ｃ、＊: p < 0.05）。この結果から、尾懸
垂試験における開始後 4分までの無動時間と血中 IL-6濃度を以後の実験では比較検討することとした。 
     
図 2．社会的敗北ストレス(Social-Defeat Stress)による行動および血中サイトカイン濃度変化 
 薬剤投与による、尾懸垂試験における無動時間への効果を図 3に示す。薬剤非投与群（―）では無動時間
は増大し（＊；p < 0.05）、セルトラリン投与群ではＳＤＳ負荷セルトラリン非投与群に比して短縮してお
り（＃；p < 0.05）、ＳＤＳの効果が打ち消されていた。 
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図３.尾懸垂試験無動時間に対する    表１．ショ糖飲水試験でのショ糖飲水傾向に対する 
  薬剤の効果（LC:炭酸リチウム、      薬剤の効果（LC:炭酸リチウム、 
  ＩＭＰ：イミプラミン、ＳＴＬ：     ＩＭＰ：イミプラミン、ＳＴＬ：セルトラリン） 
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